
事 務 連 絡 

令和 6 年 12 月 9 日 

 

 

地方獣医師会事務局 御中 

 

公益社団法人日本獣医師会事務局  

 

 

農場管理認定獣医師研修プログラム「基本プログラム」動画配信開始と 

第１回認定試験の実施について 

 

平素から本会事業へのご理解とご協力をいただきまして厚く御礼を申し上げます。 

さて既にお伝えしておりますように、本会では日本中央競馬会から助成をいただき、産業

動物分野の認定・専門獣医師の育成等を目的として「農場管理認定・専門獣医師等認定・活

動支援事業」を実施しておりますが、このたび新たに「（乳牛・肉牛・牛）農場管理認定獣

医師」制度の資格取得に必要とする「基本プログラム」の研修用動画の配信を開始いたしま

した。 

本来、本動画の視聴は有料となりますが、日本中央競馬会の助成により当面の間、無料と

いたします。視聴を希望される場合には専用HPのURLをお送りしますので、本会事務局あ

てメールにてお申込みいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

また、第42回日本獣医師会獣医学術学会年次大会（令和６年度）の会期中（令和７年１

月25日（土））には、「農場管理認定獣医師」資格の第１回認定試験を実施いたしますので、

貴会会員獣医師に対して周知いただきたく、よろしくお願いいたします。 

なお、受験資格として、農場管理獣医師としての５年以上の業務経験に加え、「基本プロ

グラム」の受講、さらに講義・実習等による「認定プログラム」の受講が必要となる旨、申

し添えます。 

 

 

本件に関する問合せ 

日本獣医師会事務局（担当：守尾、鈴木） 

E-mail. fmv@j-vet.jp 

Tel. 03-3475-1601 
 



農場管理認定獣医師研修プログラム 

「基本プログラム（共通プログラム、動物種別プログラム）」 

 

１．共通プログラム （全項目を受講） 
 

（１）農場管理認定獣医師の基本的な考え方 

（２）関係法令・概論 

（３）家畜衛生に関すること 

（４）畜産物の安全性確保に関すること 

（５）AMR対策に関すること 

（６）動物福祉に関すること 

（７）その他必要な技能 

 

２．動物種別プログラム （乳牛、肉牛または豚ごとの各項目を受講） 
 

〔乳牛農場管理認定獣医師〕 

（１）飼養管理状況の把握、疾病発生状況の確認と要因分析 

（２）給餌・栄養管理 

（３）繁殖管理 

（４）乳房炎・体細胞管理 

（５）護蹄管理 
 

〔肉牛農場管理認定獣医師〕 

（１）飼養管理状況の把握、疾病発生状況の確認と要因分析 

（２）給餌・栄養管理 

（３）繁殖管理 

（４）肥育管理 

（５）子牛・導入牛管理 
 

〔豚農場管理認定獣医師〕 

（１）疾病発生状況の確認と要因分析 

（２）ワクチネーションプログラムの作成と適用 

（３）飼養・栄養管理：繁殖豚、哺育豚、育成豚、肥育豚 

（４）衛生管理 

（５）繁殖管理 

 



「乳牛・肉牛・豚 農場管理認定獣医師」 基本プログラム研修用動画の配信について 

 

 

 動画視聴のお申込みをいただく場合には、メールに 

・氏名 

・受講希望動物種別（乳牛・肉牛・豚＊複数選択可能） 

・所属 

・所属先連絡先 

をご記載の上、件名を 

「農場管理認定獣医師 基本プログラム研修用動画 受講申込み」 

として、以下のメールアドレスにお申込みくださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 追って、研修用動画をご視聴いただくことのできるURLをお送りいたします。 

 

 

【農場管理認定獣医師研修プログラム「基本プログラム」 

研修用動画受講申込用メールアドレス】 

fmv@j-vet.jp 

 

 

 また、明年１月、仙台にて開催の「第1回農場管理認定獣医師認定試験」の受験要項を

以下のHPに掲載しておりますので、受講を要する研修会を受講の上で、是非とも受験のお

申込みをいただきますよう、お待ちしております。 

 

【第1回農場管理認定獣医師認定試験について】 

https://jvma-vet.jp/topics/topic_view.php?rid=6038 

 

 

 なお、このたびの研修用動画視聴に当たりまして、以下の点にご注意ください。 

 

・映像及び教材資料（pdf ファイル）の転載、複製等、著作権を侵害する行為を全て禁止

します。 

・各「農場管理認定獣医師」の資格取得には、「農場管理認定獣医師研修プログラム  （基

本プログラム、認定プログラム）」の受講を完了している必要があります。 

・このたびの研修用動画は、このうちの「基本プログラム」となり、「基本プログラム」の

うち、「共通プログラム」は全て受講を、「動物種別プログラム」は選択した動物種のプ

ログラムを全て受講する必要があります。 
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